
     

         

                     

  

標
記
会
議(

川
邊
浩
一
議
長)

が

２
月
20
日
、
管
理
棟
４
階
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
議
事
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

 

■
府
か
ら
の
報
告 

□
取
扱
高
等 

(

令
和
６
年
４
月
～
７
年
１
月
累
計

速
報
値) 

前
年
度
比
較
で
、
市
場
全
体
の 

                          

取
扱
高
は
金
額
ベ
ー
ス
で
約
32.3

億
円
、
4.3

%
の
増
加
、
直
接
集
荷

は
金
額
ベ
ー
ス
で
約
4.0
億
円
、

3.5

%
の
増
加
。 

 

□
令
和
７
年
度
府
中
央
卸
売
市
場

主
要
予
算
（案
） 

 

市
場
事
業
収
益
が
７
億
６
千
620

万
円
、
市
場
事
業
費
用
が
６
億
９
千

645
万
円
。
主
要
事
業
は
、
①
水
産

仲
卸
売
場
通
路
低
温
化
事
業(

２

千
661
万
３
千
円)

、
②
計
量
器
取 

                          

替
工
事(

４
千
975
万
３
千
円)

、
③

水
産
B
棟
低
圧
共
用
幹
線
設
備

改
修
工
事(

９
千
102
万
５
千
円)

。

大
阪
府
議
会
２
月
定
例
会
に
議

案
を
上
程
。
議
案
は
、
２
月
18
日

(

火)

に
報
道
機
関
に
提
供
済
。 

 

主
要
事
業
中
、
①
水
産
仲
卸
売

場
通
路
低
温
化
事
業
は
、
２
月
18

日
（
火
）
に
入
札
公
告
を
実
施
済
。

４
月
上
旬
に
落
札
者
を
決
定
し
、

７
月
か
ら
の
稼
働
を
め
ざ
す
。
関

係
各
位
に
は
、
引
き
続
き
、
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
。 

 

■
管
理
セ
ン

タ
ー

か
ら
の
報
告 

活
性
化
事
業 

〇
ハ
ー
ド
事
業 

・
水
産
大
通
り
防
鳥
ネ
ッ
ト
設
置

工
事[

２/６(

木)

完
成] 

・
水
産
駐
車
場
西
側
ハ
イ
ポ
ー
ル

灯
２
基
改
修
工
事[

２/19(

水)

～
３/26

(

水)]➢

駐
車
車
両
の
移
動
を
要

す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
。 

 

〇
ソ
フ
ト
事
業 

・大
学
連
携 

➢

梅
花
女
子
大
学 

梅
花
学
園
創
立
150
周
年
記
念
事
業 

「
梅
花
女
子
大
学
フ
ァ
ミ
リ
ー
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」[

３/20(

木)] 
 

協
力
：
飛
騨
蔬
菜
出
荷
組
合
、 

JA
ひ
だ
、
全
農
岐
阜
、
北
果 

 

・産
地
連
携 

➢
泉
州
き
く
な
魅
力
発
信
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
「
試
食
宣
伝
会
」[

３/４(

火)

８：00
～] 

 

協
力
：
JA
い
ず
み
の
、
追
手
門
学
院
大
学
、

北
果
、
泉
州
農
と
緑
の
総
合
事
務
所
、

府
環
境
農
林
水
産
部
農
政
室
推
進
課 

 ➢

と
く
し
ま
海
部
水
産
物
品
質
確

立
協
議
会
視
察[

３/８(

土)

７：00
～] 

 

協
力
：
う
お
い
ち
、
大
水 

 

□
維
持
補
修
事
業 

・
６
年
度(

～
２/19)

165
件
、
５
千
620

万
円(

税
抜) 

➢

青
果
せ
り
場
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
破
損
６

ヶ
所
改
修
工
事[

１/27(

月)

～
３/27(

木)] 
 

□
ご
み
関
連 

〇
不
法
投
棄 

・
件
数[

12
～
1
月
、
６
件] 

➢

対
策
開
始
前
に
比
べ
95.5

%
減
少 

➢

石
油
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
コ
ン

ロ
の
投
棄
あ
り
。
不
法
投
棄
に
は
、

入
場
禁
止
等
の
行
政
処
分
、
警
察

へ
の
通
報
を
行
う
。 

 

〇
青
果
く
ず
排
出
状
況[( )

は
前

年
度
同
月
比] 

・
４
～
１
月
ま
で
の
累
計 

➢

排
出
量
542.14
㌧(+

55.24
㌧
、+

11.3

%) 

➢

処
理
費
用(

税
抜)

１
千
111
万
３

千
870
円(+

113
万
２
千

415
円
、+

11.3

%) 

※
管
理

セ
ン

タ
ー

は
1/2
負
担➢

９
月
よ
り

超
過
分
の
原
因
者
負
担
制
度
を
導
入 

➢

大
量
排
出
は
事
前
に
管
理

セ
ン

タ
ー

ま
で
連
絡
を(

受
け
入
れ
態
勢
及

び
食
品
ロ
ス
削
減) 
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検
証
と
改
善
で
、
お
店
の
衛
生
管
理
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
！ 

 

令
和
３
年
６
月
か
ら
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
が
制
度
化

さ
れ
、
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。 

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
営
業
者
が
衛

生
管
理
計
画
を
立
て
て
、
そ
れ
を

実
行
・
記
録
し
、
定
期
的
に
ふ
り

返
っ
て
不
備
が
な
い
か
チ
ェ
ッ

ク
し
、
よ
り
良
い
方
法
に
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
し
て
い
く
手
法
で
す
。 

 

現
在
、
当
市
場
内
の
事
業
者
の

大
半
は
、
衛
生
管
理
計
画
の
策
定

だ
け
で
な
く
実
施
結
果
の
記
録

も
で
き
て
い
ま
す
が
、
ふ
り
返
り

（
検
証
）
や
改
善
は
ま
だ
難
し
い
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
、
と
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

 

そ
こ
で
、
今
回
は
「
検
証
」
と

「
改
善
」
の
進
め
方
を
紹
介
し
ま

す
。
冷
蔵
庫
の
温
度
点
検
を
例
に

し
て
、
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

●
「
検
証
」
の
進
め
方 

計
画
に
基
づ
い
て
実
施
し
た

温
度
点
検
の
記
録
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
改
善
が
必
要
な
箇
所
は
な
い

か
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

          

  

温
度
記
録
を
見
る
と
冷
蔵
庫

内
の
温
度
が
基
準
の
10
℃
を
上

回
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

ま
す
が
、
冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
を

下
げ
る
等
の
改
善
措
置
を
と
っ

た
か
は
不
明
で
す
。
ル
ー
ル
が
守

ら
れ
て
い
た
か
ふ
り
返
り
、
改
善

の
必
要
性
を
検
証
し
ま
し
ょ
う
。 

 

●
「
改
善
」
の
進
め
方 

 

検
証
で
、
改
善
が
必
要
な
箇
所

が
確
認
で
き
た
ら
、
実
行
可
能
な

改
善
策
を
決
め
、
衛
生
管
理
計
画

や
手
順
書
を
改
定
し
ま
す
。
例
の

よ
う
に
余
白
に
改
定
後
の
実
施

方
法
、
改
定
日
、
改
定
者
の
名
前

を
記
入
し
ま
し
ょ
う
。 

            

改
定
し
た
衛
生
管
理
計
画
の

内
容
は
従
業
員
に
周
知
し
ま
し

ょ
う
。 

 

衛
生
管
理
計
画
は
一
度
作
っ

た
ら
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

随
時
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

    

食
品
衛
生
検
査
所
と
食
品
衛

生
部
会
が
共
催
で
、
2/6
（
木
）
を

皮
切
り
に
、
食
品
衛
生
検
査
業
務

検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

初
め
に
、
衛
検
の
西
岡
所
長
か

ら
、
中
央
卸
売
市
場
と
い
う
流
通

拠
点
に
お
け
る
食
の
安
全
・
安
心

の
重
要
性
や
、
食
品
の
安
全
性
確

保
へ
の
取
組
を
引
き
続
き
市
場

全
体
で
推
進
し
た
い
旨
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
の

主
題
で
も
あ
る
衛
検
の
業
務
に

関
し
て
も
、
事
業
者
と
し
て
忌
憚

の
な
い
意
見
を
提
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
、
と
の
申
し
出
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
衛
検
職
員
か
ら
令
和

６
年
度
の
検
査
実
施
状
況
の
説
明

と
、
水
産
部
門
で
は
重
点
監
視
事

業
の
結
果
ま
と
め
、
青
果
部
門
で

は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
た
衛
生
管
理
の
導
入
方
法
及

び
違
反
食
品
の
流
通
調
査
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

質
疑
応
答
で
は
、
事
業
者
か
ら

日
常
業
務
に
お
け
る
食
品
衛
生
上

の
課
題
へ
の
解
決
策
や
、
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
導
入

で
確
認
し
て
お
き
た
い
事
項
な
ど

が
質
問
に
挙
が
る
な
ど
、
活
気
あ

る
検
討
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

                  

1/24(

金)

、
午
前
11
時
か
ら
、
管

理
棟
７
階
講
堂
で
、
茨
木
警
察
署

交
通
課
新
川
警
部
補
を
講
師
に

お
迎
え
し
、
30
名
参
加
の
も
と
標

記
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

新
川
講
師
か
ら
、
事
故
の
発
生

状
況
と
最
近
の

事
故
事
例
や

そ
の
対
策
に

つ
い
て
の
ご

講
話
と
と
も

に
、
市
場
内
で

発
生
し
た
事

故
に
触
れ
、
映

像
も
使
い
な

が
ら
、
事
故
防

止
に
必
要
な

心
構
え
に
つ

い
て
の
丁
寧

な
解
説
を
し

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

    

令
和
６
年
度 

食
品
衛
生
検
査
業
務
検
討
会 

を
開
催
し
ま
し
た 

《

１
月
・
単
月

》 

《

4

月
～
１
月
・
累
月

》 

市場だより 令和７年２月 28 日（４） 

安
全
運
転
講
習
会 

種類 数量（ｋｇ） 前年比％ 金額（千円） 前年比％

野 菜 107,256,983 96.6 30,471,059 108.3

果 実 39,971,002 96.3 19,516,021 105.1

小 計 147,227,985 96.5 49,987,080 107.0

生鮮水産物 12,847,636 104.0 14,727,066 102.5

冷凍水産物 1,718,351 92.9 2,863,944 101.9

加工水産物 6,451,049 93.6 9,151,697 92.9

冷凍食品 3,689,271 105.5 2,267,759 111.4

小 計 24,706,307 100.5 29,010,465 99.8

171,934,292 97.0 78,997,545 104.3総 計

青

果

計

水

産

物

計

種類 数量（ｋｇ） 前年比％ 金額（千円） 前年比％

野 菜 11,440,671 110.8 3,650,639 145.2

果 実 3,319,640 96.2 1,930,811 107.3

小 計 14,760,311 107.2 5,581,449 129.4

生 鮮水 産物 1,068,192 103.4 1,432,337 107.1

冷 凍水 産物 142,936 81.8 213,725 95.2

加 工水 産物 553,674 94.1 664,595 96.8

冷 凍 食 品 312,661 102.5 201,768 110.2

小 計 2,077,463 98.9 2,512,425 103.3

16,837,774 106.1 8,093,875 120.0総 計

青

果

計

水

産

物

計



■現指定期間における管理
セン

ターの評価 

評価 
区分 

R4 R5 R6 

S ５ ８ １０ 

A ６ ３ １ 

B ０ ０ ０ 

C ０ ０ ０ 
 
S 計画を上回る優秀な実施状況 
A 計画どおりの良好な実施状況 
B 計画どおりではないが、ほぼ良好な実施状況 
C 改善を要する実施状況 
表内の数字は各評価区分に該当する項目数 

   
2/25(
火)

に
國
民
會
館
で
開
催
さ

れ
た
標
記
委
員
会(

弁
護
士
、
公
認

会
計
士
等
５
名
で
構
成
。
委
員
長 

藤
田
武
弘
追
手
門
学
院
大
学
教
授)

で
、
管
理

セ
ン

タ
ー

の
令
和
６
年
度
事
業
実

績
に
つ
い
て
、
評
価
項
目
11
項
目

中
10
項
目
を
最
高
水
準
の
Ｓ
評
価

と
し
、
年
度
評
価
を
S
と
す
る
旨
、

全
員
一
致
で
承
認
を
得
ま
し
た
。 

 

■
藤
田
委
員
長
コ
メ

ン
ト

の
概
要 

➢

管
理

セ
ン

タ
ー

の
実
績
は
高
評
価
に
値
す

る
。
そ
の
取
組
み
や
中
央
市
場
の
存

在
意
義
を
内
外
に
積
極
的
に
発
信

し
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
日

頃
の
活
動
で
得
た
産
地
等
の
声
を

可
視
化
し
て
、
関
係
者
間
で
共
有
し

て
ほ
し
い
。 

               ➢

3/6(

木)

、
午
前
10:00
か
ら
11:30
、
管

理
棟
７
階
で
管
理

セ
ン

タ
ー

主
催
の
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。
大
阪
ガ
ス
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
、
茨
木
消
防
署
よ
り

講
師
を
迎
え
、
避
難
所
で
で
き
る
簡

単
体
操
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
実
施
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
し
ま
す
。 

    

■
梅
花
学
園 

創
立
150
周
年
記
念
事
業 

 ➢

2028
年
に
創
立
150
周
年
を
迎
え

る
梅
花
学
園
が
、
３
月
20
日(

木)

、

茨
木
エ
レ
ガ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
で

卒
業
生
・
在
校
生
、
ご
家
族
様
向

け
に
開
催
す
る
「
梅
花
フ
ァ
ミ
リ

ー
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
＆
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
で
、
梅
花
学

園
と
当
市
場
と
の
連
携
事
業
と
し

て
、
飛
騨
蔬
菜
出
荷
組
合
、
JA
ひ

だ
、
全
農
岐
阜
、
北
果
の
ご
協
力

の
も
と
、
飛
騨
や
さ
い
の
PR
ブ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
ま
す
。 

 

■
泉
州
き
く
な 

魅
力
発
信
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 

 ➢

泉
州
き
く
な
は
、
肉
厚
で
柔
ら

か
く
、
葉
先
ま
で
色
濃
く
風
味
が

抜
群
で
す
。
出
荷
量
は
令
和
元
年

か
ら
５
年
連
続
全
国
１
位
！ 

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｋ
な
ど
が
豊
富
に

含
ま
れ
て
お
り
、
鍋
物
や
サ
ラ
ダ

に
お
勧
め
で
す
。 

 

滋
味
豊
か
な
「
泉
州
き
く
な
」

の
試
食
宣
伝
を
JA
い
ず
み
の
と

追
手
門
学
院
大
学
経
営
学
部
村

上
ゼ
ミ
の
学
生
に
よ
り
、
3/4(

火)

午
前
８
時
00
分
か
ら
、
北
果
蔬
菜

部
せ
り
場
で
開
催
し
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
ま
す
。 

■
と
く
し
ま
海
部
水
産
物 

品
質
確
立
協
議
会
視
察 

 ➢

3/8(

土)

、
標
記
協
議
会
の
皆
様

が
当
市
場
を
視
察
さ
れ
、
場
内
見

学
の
あ
と
、
当
市
場
関
係
者
と
の

意
見
交
換
を
実
施
し
ま
す
。
う
お

い
ち
、
大
水
両
支
社
長
に
出
席
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

 

   ➢

3/1
～
3/7
は
、
春
の
全
国
火
災

予
防
運
動
。
ま
た
、
管
理

セ
ン

タ
ー

主
催

の
消
防
訓
練
が
、

3/18(

火)

、
管
理

棟
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

令
和
６
年
度
は
、

5/10
に
場
内
火

災
が
発
生
し
、

2/18(

火)

未
明
に
は

ト
ラ
ッ
ク
火
災
が
発
生
し
ま
し

た
。
ま
た
、

11/8(

火)

の
場
内
一
斉

清
掃
時
に
は
、
卸
棟
２
階
、
水
産

側
側
溝
に
大
量
の
吸
殻
が
捨
て

ら
れ
て
い
る
の
が
見
つ
か
り
、
協

会
に
お
い
て
は
、
安
全
部
会
長
か

ら
場
内
各
位
に
注
意
喚
起
を
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
機
に
、
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
が
生

じ
な
い
よ
う
定
め
ら
れ
た
場
所

以
外
で
喫
煙
し
な
い
な
ど
、
火
災

予
防
に
万
全
を
尽
く
し
て
く
だ

さ
い
。 

  
 

 

2/4(

火)

、
茨
木
市
平
田
の
「
お
と

の
は
学
園
」
と
「
と
き
の
は
こ
ど

も
園
」
の
園
児
34
名
が
、
青
果
仲

卸
店
舗
や
バ
ナ
ナ
加
工
施
設
を

見
学
し
ま
し
た
。 

  

指
定
管
理
者
評
価
委
員
会 

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動 

み
ん
な
で
学
ぼ
う 

防 

災 

訓 

練 

（３）市場だより 令和７年２月 28 日 

お
子
さ
ま
た
ち
の 

市 

場 

見 

学 



〇
木
製
廃
棄
パ
レ
ッ
ト
排
出
状
況

[( )

は
前
年
度
同
月
比] 

・
４
～
１
月
ま
で
の
累
計 

➢

排
出
量
４
万
５
千
390
枚(

▲
３
千
570

枚
、
▲
7.3

%)

、
１
日
あ
た
り
235
枚 

➢

処
理
費
用(
税
抜)

402
万
７
千
200

円(+

20
万
６
千
50
円
、+

5.4

%) 

※
管
理

セ
ン

タ
ー

は
1/3
負
担 

➢

外
部
の
持
込
禁
止
、
利
用
可
能

な
パ
レ
ッ
ト
の
再
利
用
の
徹
底
を
。 

➢

高
槻
バ
イ
オ
チ
ャ
ー
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
所
で
試
験
製
炭
。 

 

〇
一
般
廃
棄
物
排
出
状
況[( )

は

前
年
度
同
月
比
］ 

・
４
～
１
月
ま
で
の
累
計 

➢

排
出
量
１
千

637.41
㌧(

▲
193.63
㌧
、

▲
10.6

%) 

➢

処
理
費
用(

税
抜)

１
千
339
万
６

千
991
円(

▲
158
万
４
千
245
円
、
▲

10.6

%) 

 

□
禁
煙
対
策 

〇
ル
ー
ル
違
反
の
状
況 

➢

通
告
書
交
付(

違
反
者)

累
計

394
件[

場
外
104
件] 

➢

警
告
書
交
付(

再
違
反
者)

累
計

32
件➢

更
に
累
犯
で
入
場
禁
止 

 

〇
「
喫
煙
ル
ー
ル
」の
強
化 

➢

悪
質
な
違
反
行
為(

※)

に
対
す

る
罰
則
の
強
化
等(

入
場
禁
止) 

(

※)

常
習
違
反
、
吸
殻
の
ポ
イ
捨

て
、
注
意
指
導
に
従
わ
な
い
な
ど 

 

□
交
通
安
全
対
策 

〇
場
内
交
通
事
故
の
多
発(

４
月

～
１
月) 

                     

□
鳥
獣
対
策 

〇
カ
ラ
ス
対
策 

・
捕
獲
数(

４/１
～

２/19 )

１
千
62
羽
、

12
月
・
１
月
で
126
羽
捕
獲 

 

〇
そ
族(

ネ
ズ
ミ)

等
対
策 

・
ネ
ズ
ミ
捕
獲
数(

４/１
～
２/19)

162
匹 

 

□
防
災
・
消
防
訓
練 

〇
防
災
訓
練[

３/６ (

木)

10:00
～

11:30
、

管
理
棟
７
階
に
て] 

 

協
力
：
大
阪
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
、

茨
木
消
防
署 

 ➢

大
阪
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／
避
難

所
で
で
き
る
体
操
の
実
技
指
導
。

➢

茨
木
消
防
署
／
AED
の
実
技
指
導
。 

➢

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

〇
消
防
訓
練[

3/18 (

火)

10:00
～
管
理

棟
７
階
に
て] 

➢

避
難
袋
で
の
避
難
訓
練
を
予

定
。
皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

□
ト
ラ
ッ
ク
火
災 

2/18(

火)

、
午
前
３
時
30
分
頃
、
場

内
で
ト
ラ
ッ
ク
火
災
が
発
生
。
市

場
施
設
へ
の
影
響
は
な
く
、
点
検

や
整
備
は
し
て
い
た
と
の
こ
と

だ
が
、
詳
細
は
消
防
署
が
調
査
中
。 

             
□
そ
の
他 

〇
指
定
管
理
者
評
価
委
員
会[

２/25

(

火)] 

○
取
締
役
会[

３/21(

金)

7:30
～
8:00] 

○
市
場
再
整
備
卸
４
社
検
討
会

議[

３/22(

土)

９:00
～] 

 

■
衛
検
か
ら
の
報
告 

□
第
３
四
半
期
収
去
検
査
結
果 

○
細
菌
検
査
96
件
、
理
化
学
検
査

98
件
を
実
施
。
10
月
に
収
去
し

た
エ
ビ
か
ら
基
準
を
超
え
る
二

酸
化
硫
黄
を
検
出
。
漂
白
剤
の
規

格
基
準
違
反
。
全
件
、
廃
棄
。
エ

ビ
の
量
に
比
し
て
添
加
物
の
量

が
多
か
っ
た
こ
と
が
原
因
。 

 

■
協
会
か
ら
の
報
告 

□
部
会
か
ら
の
報
告 

○
川
邊
総
務
部
会
長
か
ら
、
人
権

問
題
研
修
会
へ
の
参
加
要
請
。
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
テ
ー
マ

に
2/27
開
催
。
講
師
は
社
会
保
険
労

務
士
の
松
井
一
恵
氏
。 

○
酒
井
福
利
厚
生
部
会
長
か
ら
、

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
へ
の
参
加
要

請
。
3/8(

土)

開
催
。 

○
花
木
計
量
部
会
長
か
ら
、
青
果

仲
卸
の
計
量
検
査
へ
の
協
力
要

請
。
3/3(

月)

か
ら
実
施
。 

○
西
田
安
全
部
会
長
か
ら
、
定
例

の
大
掃
除
へ
の
協
力
要
請
。

3/14

(

金)

実
施
。
併
せ
て
、
吸
い
殻
の

ポ
イ
捨
て
禁
止
な
ど
喫
煙
ル
ー

ル
遵
守
徹
底
を
要
請
。 

 

□
事
務
局
か
ら
の
報
告 

○
７
年
度
協
会
定
例
理
事
会
を

6/26(

木)

に
開
催
。
管
理

セ
ン

タ
ー

と
北
冷

の
株
主
総
会
も
同
日
開
催
。 

○
８
年
レ
ン
ダ
ー
挿
絵
テ
ー
マ

を
提
案
。
一
部
修
正
し
承
認
。 

 

■
水
産
組
合
の
市
場
ま
つ
り 

○
水
産
組
合
榎
本
理
事
長
が
、
他

市
場
に
お
け
る
水
産
組
合
の
状

況
を
踏
ま
え
、
当
組
合
と
し
て
、

７
年
度
か
ら
毎
年
、
秋
に
市
場
ま

つ
り
を
開
催
す
る
こ
と
を
表
明
。

ま
た
、
こ
れ
を
青
果
を
含
む
市
場

全
体
の
取
組
と
す
る
こ
と
を
ど

う
考
え
る
か
と
常
駐
代
表
者
に

問
い
か
け
。
種
々
、
意
見
が
あ
っ

た
が
、
ま
ず
は
各
事
業
体
で
検
討

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

■
市
場
の
地
下
埋
設
管
等
の
状
況 

○
全
国
的
に
生
じ
て
い
る
道
路
陥

没
事
故
を
踏
ま
え
、
北
果
三
木
社

長
か
ら
、
当
市
場
内
の
状
況
は
ど

う
か
と
の
問
い
か
け
が
あ
り
、
管

理
セ
ン

タ
ー

宮
前
専
務
か
ら
、
災
害
時
仮

設
ト
イ
レ
設
置
個
所
で
地
盤
沈
下

が
見
ら
れ
、
応
急
措
置
を
し
た
旨

の
報
告
が
あ
っ
た
。
府
か
ら
、
当

市
場
の
埋
設
管
の
敷
設
状
況
及
び

来
年
度
に
実
施
す
る
劣
化
度
調
査

の
中
で
、
何
が
で
き
る
か
を
検
討

す
る
旨
、
説
明
が
あ
っ
た
。 

 

■
休
場
日
数
に
関
す
る
意
見 

○
水
産
組
合
榎
本
理
事
長
か
ら
、

2/18(

火)

開
催
、
水
産
仲
卸
の
西
日

本
業
務
部
会
で
、
毎
週
水
曜
日
を

休
場
と
し
て
ほ
し
い
等
の
意
見

が
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

■
場
長
か
ら 

○
水
産
の
低
温
化
は
、
予
算
を
計

上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、

事
業
者
の
決
定
な
ど
を
着
実
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
工
事
等
で

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
う
が
、
引
き
続
き
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
す
る
。 

 

○
地
盤
沈
下
の
件
は
、
地
下
埋
設

管
の
問
題
と
地
盤
に
因
る
問
題

と
を
分
け
て
、
専
門
事
業
者
の
意

見
も
聴
き
な
が
ら
検
討
を
進
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

人身事故 ９件 （ ５件） 

物損事故 ４７件 （５１件） 

 うち市場施設の物損 ２７件 （１８件） 

 うち車両同士の衝突 ２０件 （３３件） 

合  計 ５６件 （５６件） 

()内は昨年度同時期の件数 
※トラック車両による市場施設の物損事故５件 
➢時計破損、製氷設備送り動線幹線破損、中央分離帯破損 他 
大きな事故が続いている。いずれもドライバーの不注意によるもの。 
全件、原因者に求償したが、賠償金額が高額になるような事例
もある。各事業体におかれても、安全対策にご留意願いたい。 
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